
大大大震震震災災災・・・復復復興興興ニニニュュューーーススス（（（第第第３３３６６６報報報）））

平 成 ２３ 年 １２ 月２２日 
仙台地方振興事務所水産漁港部 

１ 水産業復旧・復興に向けた対応状況（国及び県全体の動き） 

○宮城県内の水産物の放射性物質測定結果について 

 宮城県内で採取した水産物について，下記のとおり放射性物質の測定結果をお知らせします。 

１ 測定年月日 平成２３年１２月１９日～１２月２１日 

２ 測定分析機関 （財）日本分析センター，（財）日本冷凍食品検査協会，いであ（株） 

（独）水産総合研究センター中央水産研究所 

３ 測定結果 放射性ヨウ素はすべて不検出であり，放射性セシウムも国が定めた暫定規制値を下回り， 

安全性に問題がないことが確認された。 

●水産物（漁獲日 平成２３年１２月１０日～１２月１５日）      (単位:ベクレル／ｋｇ)  

※ 食品衛生法の規定に基づく食品中の暫定規制値   放射性ヨウ素  2,000 ﾍﾞｸﾚﾙ／kg 

   放射性セシウム ５００ﾍﾞｸﾚﾙ／kg 

○農林水産大臣が三次補正について意見交換 

平成２３年１２月１７日（土）県漁協塩釜総合支所 

において，鹿野農林水産大臣，水産庁長官や水産庁各 

担当課長と漁業・水産加工業界の三次補正に関する意 

見交換会が行われた。 

 意見交換会では，大臣・長官との意見交換に先立っ 

て各課長と参加者の討議がなされ，嵩上げや魚市場整 

備への対応，申請事務の簡素化等の要望がなされた。 

その後，大臣・長官との意見交換で，大臣より迅速 

に最後まで国が責任を持って対応するとの回答があった。     大臣との意見交換の様子 

種  別 漁獲場所 放射性 

ｾｼｳﾑ 

種  別 漁獲場所 放射性 

ｾｼｳﾑ 

シロサケ 三陸南部沖 不検出 ヤリイカ 三陸南部沖 不検出 

ｼﾛｻｹ（卵巣） 三陸南部沖 不検出 メカジキ 三陸南部沖 １．３ 

ギンザケ 三陸南部沖 １０．８ ヨシキリザメ 三陸南部沖 ４．３ 

ワカメ（養殖） 宮城県沖（歌津沖） 不検出 マカジキ 三陸南部沖 ９．３ 

マガレイ 宮城県沖 ６．４ サンマ 三陸北部沖 不検出 

ヒラメ 宮城県沖 １４．１ メバチマグロ 日本太平洋沖合北部 ３．２ 

ミズダコ 宮城県沖 不検出 ビンナガ 日本太平洋沖合北部 ０．５９ 

ｱﾌﾞﾗﾂﾉｻﾞﾒ 宮城県沖 ３７ ギンブナ 栗原市 ５４ 

アカガイ 宮城県沖（深沼沖） 不検出 オオクチバス 伊豆沼（登米市） ６６ 

スルメイカ 三陸南部沖 ０．５２ ※ 放射性物質の値は漁獲日における値を示す。 



＜水産漁港部からのお知らせ＞ 

○サケ採捕・採卵状況 

管内のシロサケ水揚げ状況は，管内の魚市場合計で数量２３８ｔ（対前年比７７％），金額で８９，

４７９千円（対前年比８７％）となっている。来遊状況は，七北田川と今年採卵していない松島を除い

てどの孵化場も例年より多く推移し，管内全体の採捕尾数は３０，６５１尾（対前年比１５６％）とな

っている。 

 １１月末現在の管内の採卵数は，広瀬名取川漁協，宮城県漁協亘理支所，鳴瀬吉田川鮭増殖組合，白

石川漁協の４団体で計画を上回る結果となっており，管内全体では９２３８．８千粒（対前年比１０４％）

となっている。 

２ 管内の復興に向けた動き 

＜トピックス＞ 

○絆漁船贈呈式 

 １２月１８日（日），仙台市中央卸売市場において，三重・ 
宮城「絆漁船」贈呈式が行われた。 
 これは，被災し漁船を失った広瀬名取川漁協組合員に対し， 
（株）仙台水産が仲介して三重県の漁船を贈呈したもので， 
最終的に小型漁船１３隻が提供される予定である。            贈呈される漁船 
 今後は，この漁船を使って漁獲されたシジミやアサリなどを朝市で販売することや，加工し付加価値

を付けて売ることなども検討されている。 
○「鳥の海ふれあい市場」が仮設店舗で再開 

 １２月２３日（金），亘理漁港にある鳥の海ふれあい市場の 

仮設店舗がオープンする。 

中小企業基盤整備機構が建設した１５０㎡の仮設店舗が 

１２月１５日に完成，２３～２５日にオープンイベントが開 

催され，地元野菜の他，地元底曳網漁船で漁獲されたカレイ 

やカナガシラ，水産加工品の販売が行われる予定である。 
 ２３日には抽選会の他，サケ汁５００食，ホタテ焼き 

３００食が無料提供されますので，こぞってご来場ください。      ふれあい市場仮設店舗 
                 
○スロベニアが集会所を寄贈 

中欧のスロベニア共和国が東松島市に対し，県漁協宮戸支 

所の前の敷地に床面積３２㎡，台所や浴室，寝室を備えた木 

造の小型集会所を寄贈した。 

この集会所はスロベニアの建材を活用して１２月に完成， 

１２月４日の贈呈式にはスロベニア駐日大使も出席した。 

現在県漁協宮戸支所が管理し，漁業関係者や近隣住民の集 

会所として使われている。 

         寄贈された集会所 


